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1. 花と緑と清流のまちづくり基本計画 

花と緑と清流のまちづくり基本計画（以下、本計画とする。）の目的は、鹿沼市（以下、

本市とする。）にある緑地の保全、緑化の推進を図り、花と緑と清流によるまちづくりを進

めていくことです。本市の約７割は山林や田畑であり、これらの自然豊かな緑が美しい景観

の形成を担っています。この美しい緑を後世にも受け継いでいくために、本計画の施策を通

じて緑の質の向上や保全を図る必要があります。 

 

この報告書は令和２年度の各施策の状況を報告し、緑に対する意識の向上を図ることを目

的に作成したものです。 

 

 

2. 緑の取組みの報告方法について 

 各年度の緑の取組みについては、実績を総括しホームページに掲載します。 
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令和 2 年度 施策の状況報告 

1.緑の保全 

緑は、美しい景観の形成や市民の憩いの場としての機能だけでなく、市民の暮らしを守る

ために必要な機能も備えています。森林には、水を蓄える機能や土砂の流出を抑える機能等

があります。 

また、緑を保全していくためには、生態系の維持も必須となります。区域外から持ち込ま

れた外来種により、在来種へ影響が発生します。適正な外来種への対応と在来種の保護を行

うことで、生物多様性の保全を進めています。 

 

令和 2 年度の主な実績 

＜天然記念物の保存＞ 

「深津のザゼンソウ群落」の個体数調査の実施及び栃木県指定天然記念物の巡視を毎月

行いました。令和 3 年 1 月には、「深津のザゼンソウ群落」を市文化財（天然記念物）

に指定しました。また、県天然記念物である勝願寺地蔵けやきの樹勢回復事業を実施し

ました。 

 

 

＜在来種の保存＞ 

横根高原・井戸湿原の生態系を回復させるための事業を展開しました。 

カラマツ除伐、ミズバショウ駆除、帯工設置（10 か所）、シカ策補修等 

種の保全を目的として各地区において特定外来生物に指定されているアライグマ(ハク

ビシン兼用)の罠を活用し捕獲を推進しました。 

  

市文化財に指定された深津のザゼンソウ群落 

特定外来生物 アライグマ 

原産地：北アメリカ 

体重：4～10 数㎏   頭胴長：41～60 ㎝   尾長：20～41 ㎝ 

特徴：白色の顔に黒色系のマスクを着けたような外見で 4～7 の輪模様を尾に持つ。 

被害：捕食対象が幅広く、北海道ではニホンザリガニなどの固有在来種の捕食が確認

されている。また、農作物への被害も深刻。 

出典：「日本の外来種対策」(環境省) 

(http://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list/L-ho-12.html) 
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＜身近な山の管理＞ 

不要果樹の伐採や藪の刈払いによる、野生鳥獣が近づきにくい環境づくりを進めました。

また、「鹿沼市鳥獣被害防止計画」に基づき、イノシシ 1,368 頭の捕獲を行いました。 

 

 

2.緑化の推進 

 今ある緑を保全していくことはもちろんのこと、質の高い緑を増やしていくことも重要で

す。市内に質の高い緑を増やすべく、緑化の推進を行っています。 

 

令和 2 年度の主な実績 

＜耕作放棄地の再生＞ 

農地リニューアル事業により、耕作放棄地 2.0ha を解消しました。 

 

＜景観計画による推進＞ 

鹿沼市景観計画に基づき、景観計画区域（市内全域）において、一定規模以上の建築物

及び工作物の建築行為に対し、景観形成基準に沿った敷地の緑化を推進しました。 

 

 

3.緑に対する意識の向上 

住民一人ひとりが、自らの住む地域の緑に対して責任を負っていると自覚し、保全や推進

を行っていくことが重要となります。緑に対して関心・知識を持っていただくために、さま

ざまな体験イベントや学習講座を実施しています。 

 

令和 2 年度の主な実績 

＜緑による教育環境の充実＞ 

環境学習講座～夏休み特別講座～を実施しました。 

かぬま環境学習リーダー制度を廃止し、新たにエコマイスター制度を新設しました。 

地域環境学習講座 in 北犬飼を開講しました 

鹿沼市内の児童生徒 1,921 人が、自然体験交流センターにおいて自然生活体験学習を

実施しました。 
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4.公園の再整備や配置の見直し 

 都市公園は市内に 78 か所あり、そのうち、開設から 30 年以上経過している公園は 32

か所で全体の約 41％を占めています。さらに 10 年後には 60 か所になり、全体の約 77％

を占めることになります。公園を安心して利用することができるように、本市では「公園施

設長寿命化計画」に基づき、公園施設の更新を行っています。 

公園をたくさんの方に利用いただけるよう、安心して利用できる安全な公園づくりを進め

ていくとともに、魅力ある公園づくりをより一層推進していきます。 

 

令和 2 年度の主な実績 

＜身近な公園の整備＞ 

富士山公園ほか３つの公園で遊具等の更新を行いました。（複合器具など計５基） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

富士山公園 

上野町児童公園 

更新前 更新後 

更新前 更新後 
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5.共通方針 

 緑地の保全、緑化の推進は、市民・事業者・行政が一体となり、協働で進めていくことが

理想です。自らができる範囲で周囲の環境の維持向上を図るために、さまざまな取組みを

行っています。 

 

令和 2 年度の主な実績 

＜市民参加の仕組み作り＞ 

地域の夢実現事業（第 2 階層において）、地域環境の保全に係る活動を支援しました。 

菊沢地区「黒川堤防沿いへの桜の育成管理」 

粟野地区「ヒガンバナ植栽」 

 

 

 

 

 

 

 



用語解説  （五十音順） 

    

 鹿沼市景観計画（P3） 

「景観法」に基づき策定された本市の豊かな自然と歴史、文化、及び市民の生活や様々

な活動の中で育まれた景観資源を十分に活用しながら、市民・事業者・行政が協働して

良好な景観形成を推進することを目的とした計画のことをいいます。 

 

 鹿沼市鳥獣被害防止計画（P3） 

「鳥獣による農林水産業等に係る被害防止のための特別措置に関する法律」に基づき

策定された鳥獣による農林漁業の被害防止と人身の安全を確保するための計画のこと

いいます。 

 

 公園施設長寿命化計画（P４） 

 地方公共団体等における公園施設の計画的な維持管理の方針や長寿命化対策を定め、

公園施設の安全性確保と機能保全及び維持管理予算の縮減を目的とした計画のことを

いいます。 

 

 特定外来生物（P2） 

「特定外来生物被害防止法」に基づき、環境省が指定している、生態系や人体、農林

水産業に悪影響を与える恐れがある国外由来の種のことをいいます。 

 

 都市公園（P４） 

 「都市公園法」に基づき、地方公共団体が都市計画区域内に設置する公園・緑地のこ

とをいいます。 

 

 


